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表1　床の遮音性能（床衝撃音遮断性能）の評価・測定項目

床仕上げ材のカーペットの使用は、軽量床衝撃音対策の
み有効。
図1　床衝撃音対策例

図2　
床衝撃音の一般的傾向＊1

遮音性能と遮音対策
遮音対策を考える部位は、界床や界壁、外壁の開口部であり、それぞれ、「足音（重量床衝撃音）や机、椅子の移動音、物の落
下 音など（軽 量 床 衝 撃 音）の伝わりにくさ」や「室 内の話し声など（空 気 伝 搬 音）の伝わりにくさ」、「外 部 からのまたは外 部へ
の騒音（空気伝搬音）の伝わりにくさ」が求められ、対応が異なる。

「木造計画・設計 基 準 及び同 資 料」では、官 庁 施 設の営繕を行うに当たり、木造施設設計に関する技術的な事項及び標準的
な手法が制定されており、その第2章、第4章に音環境についての記述が有り、具体的な仕様が示されている。
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音環境③

1.床衝撃音
　 床 衝 撃 音 遮 断 性 能 は、重 量 床 衝 撃 音と軽 量 床 衝 撃 音 の 2 つ につ いて評 価 や 測 定を行う（ 表 1 ）。幼 稚 園 や 小 学 校 の 場 合、フ

ローリング の 床 の 上を 歩く音 が 問 題 になることが 考えられるが 、一 般 にゴム 靴 の 上 履きを 履 いており、軽 量 床 衝 撃 音 はそ れ

ほど問 題となることは少ない。

（1）重量床衝撃音対策の基本
　 木 質 系 の 重 量 床 衝 撃 音 対 策 の 基 本 は、床 断 面 構 造 の「 曲 げ 剛 性 の 増 加 」及 び「 面 密 度（ ≒ 質 量 ）の 増 加 」である。＊ 1これら

の 対 策 は 竣 工 後 に追 加で行うことが 困 難 なため、計 画 時 から考 慮 する必 要 がある。なお、曲 げ 剛 性 の 増 加 のための 対 策 にス

パンを小さくする、耐 力 壁 線 区 画を小さくする等 の 方 法 があるが、必 要 なスパン や 室 面 積 が 決められている学 校 建 築 にはそ

れらの実 施は困 難であるため、記 述を省 いている。

　 小 学 校で問 題 になるのは、階 段 室 の 床 衝 撃 音（ 登り下りの 際 の 衝 撃 が 大きい ）と、授 業 中 の 児 童 の 歩く音 や 椅 子 や 床 の 引

きずりによる床 衝 撃 音 が 挙 げられる。特 に後 者 は、以 前であれ ば 一 斉 授 業 が 多く問 題 にならな かったが 、現 在 は、授 業 中で

も、動きのある授 業 や 机の配 置 換えを行うため問 題となることが 多 い 。

評価・測定項目 音の性能の概要 生活音での例

重量床衝撃音 重くて柔らかい物の落下により生じる音 子供の跳びはね・飛び降り、素足歩行時のドンドン音

軽量床衝撃音 軽くて硬い物の落下により生じる音 スプーンの落下音、スリッパ歩行時のパタパタ音、机、椅子の移動音
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　 図 1 に床 衝 撃 音 対 策 の 概 要を図 2 にコンクリート構 造 の 場 合 の 仕 様 別 床 衝 撃 音 の 一 般 的 傾 向を、図 3と図 4 に床 衝 撃 音 対

策 の 仕 様 の 詳 細 事 例を 示 す 。図 4 は、一 番 上 の 図 が 無 対 策 の 床（ L H- 8 0 程 度 の 性 能 ）の 仕 様で、下 図 へ 向 かうごとに、より床

構 成 材を一 体 化するなどの対 策を行 い、L H- 8 0、L H- 6 5、L H- 6 0、L H- 5 5と性 能を向 上させている。＊ 1 P 1 7 8

・梁の上にALC版35t等を挿入することにより剛な床とする。
図3-1　軸組構法：厚物構造用合板の仕様例＊2

図3-3　軸組構法：ダブルスキンパネルの仕様例＊2図3-2　軸組構法：構造用合板の仕様例＊2

図3-4　軸組構法：ALC板の仕様例＊2 図3-5　枠組壁工法の仕様例＊2

対策①　床構造の面密度や剛性の増加
　 木 質 床 の 面 密 度（ ≒ 質 量 ）を 上 げるには、面 材を 複 合 化し、

密 度の高 いアスファルト系の遮 音シートや A L Cパネル、モルタ

ルなどを挿入する。剛性を上げるには、スラブを厚くする、根太

等の成を上 げる他、面 材と軸 材を一 体 化しパネル 化する、天 井

ボードの増し張りにより複合化すること等も有効である。

　なお、遮 音シートの効 果は過 信しすぎないように注 意する。

対策②　床構造や下階天井の防振対策
　 床自体 の 防 振 対 策 には 限 界 があるため、下 階 の 天 井 へ の 対

策 が 有 効である。手 法としては、独 立 吊 木 受 架 や 防 振 吊り木な

どによる独 立 天 井とすることが 挙 げられる。
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2）軽量床衝撃音防止の基本
　 性 能 向 上 の 基 本 は 重 量 床 衝 撃 音と同じであるが、それ に加え、軽 量 床 衝 撃 音で有 効 な 対 策 に、「床 仕 上 げ 材 の 表 面を柔ら

かくする」ことが 挙 げられる。この 対 策 は、比 較 的 容 易 な 上 に効 果 が 高 い 。例えば、床 の 仕 上 げ につ いて、絨 毯とフローリング

の 場 合を 比 較 すると、後 者 の 方 が 高 音 の 遮 断 性 能 が 低く、軽 量 床 衝 撃 音 対 策としては 不 利 になる。一 時 期 、ダ ニ 問 題 により

絨 毯 仕 上 げ が 敬 遠されたが、フローリング にホコリがたまった部 分 のダ ニの 量よりもダ ニ が 少 な いことが 確 認されており、掃

除さえす れ ば 絨 毯も学 校 施 設 の 仕 上 げとして可 能である。既 存 のフローリング の 上 にタイルカー ペットを 敷くという対 応で

も、多 少 効 果 が 得られる。

音環境③

図4　木造軸組構法床の重量床衝撃音遮断性能の改善例（日大理工）＊1P180
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2.透過音対策
　 間 仕 切りが 天 井までで 、天 井 裏 で 室と室 が つ な がって いると、吸 音 天 井 の 場 合 であっても隣 室 へ 迂 回 音 が 侵 入 する（ 図

5）。これを防ぐには、間 仕 切 壁を天 井 裏まで設 置する必 要 がある。

　 間 仕 切 壁 の 仕 様 は、重くて密 実 なもの がより透 過 音を 遮 断できる（ 図 6 ）。音 楽 室 や 工 作 室 などの 間 仕 切り壁 は、5 0 d B 程

度（ 5 0 0 H z 時 ）の 遮 音 性 能 のもの を 用 いるの が 理 想 的 である。一 般 教 室 間 の 遮 音 は 4 0 d B 程 度 が 理 想 であり、少 なくとも

3 0 d B 程 度は必 要である。可 動 間 仕 切りでは迂 回 音 等 が 問 題となり4 0 d B の 遮 音 性 能を達 成 することは 難しい 。

　また、床 下 の 基 礎まわりに大きな 空 間 があると、歩 行 時 に太 鼓 のような 効 果 が 現 れ 、他 室 へ 伝 搬 する可 能 性 がある。通 常

は 基 礎 梁で 区 切られており、そ れ ほど大きな 空 間 は な いと思 わ れるが 、ある程 度 床 下 にボリューム がある場 合 、吸 音 材を 設

置 する必 要 がある。設 置 する手 法 は、吸 音 材を吊るす、もしくは 床 下 に充 填 する手 法 がある。吸 音 材を吊るす 場 合 は、床 面 積

の 1 ／ 3くらい の 面 積（ 片 面 ）分を 設 置 すると吸 音 効 果 が 確 保できる。なお 、床 下ダクトに繊 維 系 断 熱 材 が 使 用されている場

合は、その断 熱 材 が 吸 音 材に代 替するため、別 途 吸 音 材を設 置 する必 要 が な い 。

3.外部への騒音対策
　市街地における学校では、音楽室や体育館など騒音レベルの高い室から外部への音漏れを防ぐために二重サッシや防音サッ

シなど、遮音性能の高いサッシを用いる場合がある。その際、該当する室に空調を整備することを忘れないように注意する。

図5　空間の音の伝わり方＊1

図6　間仕切の遮音減衰量＊1
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